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  百万円未満切捨て

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 13,846 △19.6 620 △7.5 669 △5.3 471 △2.9 

2018年３月期第２四半期 17,215 32.6 670 139.5 706 133.3 485 74.5 
 
（注）包括利益 2019年３月期第２四半期 409 百万円 （△23.9％）   2018年３月期第２四半期 537 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 36.92 － 

2018年３月期第２四半期 38.01 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 20,981 13,368 63.7 

2018年３月期 22,774 13,802 60.6 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第２四半期 13,368 百万円   2018年３月期 13,802 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 0.00 － 66.00 66.00 

2019年３月期 － 0.00       

2019年３月期（予想）     － 48.00 48.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 33,600 △12.9 1,720 △22.8 1,800 △21.7 1,220 △21.6 95.54 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

(注)詳細は、添付資料P．8「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧下さい。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期２Ｑ 12,780,000 株 2018年３月期 12,780,000 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 7,943 株 2018年３月期 7,943 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 12,772,057 株 2018年３月期２Ｑ 12,772,057 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の情報に基づ

いており、実際の業績等は今後様々な要因により大きく変わる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料Ｐ２ 「１.

当四半期決算に関する定性的情報 (３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は堅調に推移しており、設備投資や輸出も増加基

調となりました。一方では、米中の貿易摩擦の激化や新興国の資本流出といった問題などから、先行きの景況感に

は慎重論も見られます。

建設業界においては、都市部の再開発を中心とする民間工事や公共工事が堅調に推移したものの、深刻な人手

不足や資材価格の高止まりなどの影響が続いており、景況感は、ほぼ横ばいといった状況となりました。

このような状況の中、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、13,846百万円（前年同四

半期比19.6％減）となりました。

損益面では、減収により、営業利益620百万円（前年同四半期比7.5％減）、経常利益669百万円（前年同四半期

比5.3％減）となりました。

また、法人税等を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は、471百万円（前年同四半期比2.9％減）とな

りました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①エンジニアリング事業

 非鉄製錬関連・金属加工関連の分野で、前年同四半期より売上高が減少したことなどにより、売上高は11,341百

万円（前年同四半期比22.3％減）となりました。

 また、損益は、工事原価の削減などにより、経常利益1,159百万円（前年同四半期比14.3％増）となりました。

②パイプ・素材事業 

 研究所施設配管工事の進行基準による売上などがありましたが、その他の大型案件の売上が下期にずれこんだ影

響などにより、売上高は2,525百万円（前年同四半期比4.8％減）となりました。 

 また、損益は経常損失112百万円（前年同四半期は経常利益23百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比較して受取手形・完成工事未収入金等が減

少したことなどにより、1,792百万円減の20,981百万円となりました。

 負債については、支払手形・工事未払金等が減少したことなどにより、1,358百万円減の7,613百万円となり、ま

た、純資産は433百万円減少の13,368百万円となりました。

 この結果、自己資本比率は63.7％となりました。

 なお、当第２四半期連結会計期間末において、借入金等の有利子負債はありません。

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フローは520百万円の資金流入となり、投資活動によるキャッシュ・フローは65百万円の資金流出、財務活動

によるキャッシュ・フローは841百万円の資金流出となりました。

 これらから現金及び現金同等物に係る換算差額12百万円を減算した結果、資金は398百万円の減少となり、当第

２四半期連結累計期間末の残高は、5,457百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動による資金の主な増減は、売上債権の減少による資金の増加2,903百万円に対して、未成工事受入金の

減少による資金の減少1,155百万円及び未成工事支出金の増加による資金の減少928百万円などがあり、最終的には

520百万円の資金流入（前年同四半期 資金流入2,423百万円）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動による資金流出は65百万円（前年同四半期 資金流出59百万円）となりました。

 この流出の主なものは、有形固定資産の取得による支出62百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動による資金流出は841百万円（前年同四半期 資金流出688百万円）となりました。

 この流出は、配当金の支払841百万円であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2018年５月11日に公表致しました連結業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 2,198,753 2,101,767 

受取手形・完成工事未収入金等 10,630,001 8,454,297 

未成工事支出金 1,294,061 2,222,356 

商品及び製品 345,803 428,696 

材料貯蔵品 251,908 287,229 

前渡金 213,487 41,870 

預け金 5,140,579 4,789,148 

その他 248,187 241,402 

貸倒引当金 △11,725 △9,406 

流動資産合計 20,311,057 18,557,362 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 576,829 578,956 

機械・運搬具 1,879,834 1,889,759 

工具器具・備品 912,314 924,297 

土地 1,099,000 1,099,000 

建設仮勘定 3,485 1,315 

減価償却累計額 △2,909,207 △2,964,840 

有形固定資産合計 1,562,255 1,528,488 

無形固定資産    

ソフトウエア 59,799 55,080 

その他 7,974 7,974 

無形固定資産合計 67,774 63,055 

投資その他の資産    

投資有価証券 49,899 51,638 

繰延税金資産 520,837 521,947 

退職給付に係る資産 100,455 99,158 

その他 173,134 170,962 

貸倒引当金 △10,644 △10,644 

投資その他の資産合計 833,682 833,061 

固定資産合計 2,463,712 2,424,605 

資産合計 22,774,770 20,981,968 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 4,636,616 4,201,317 

未払法人税等 562,560 213,616 

未成工事受入金 1,566,596 1,144,380 

賞与引当金 383,900 391,200 

役員賞与引当金 38,000 － 

完成工事補償引当金 123,100 107,100 

工事損失引当金 220,200 143,900 

その他 319,334 307,651 

流動負債合計 7,850,308 6,509,164 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,042,374 1,040,298 

役員退職慰労引当金 52,405 36,758 

繰延税金負債 626 612 

その他 27,000 27,000 

固定負債合計 1,122,405 1,104,669 

負債合計 8,972,714 7,613,834 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,085,350 1,085,350 

資本剰余金 684,400 684,400 

利益剰余金 12,078,181 11,706,802 

自己株式 △6,524 △6,524 

株主資本合計 13,841,407 13,470,027 

その他の包括利益累計額    

繰延ヘッジ損益 9,225 △1,115 

為替換算調整勘定 △52,686 △121,478 

退職給付に係る調整累計額 4,110 20,700 

その他の包括利益累計額合計 △39,350 △101,893 

純資産合計 13,802,056 13,368,134 

負債純資産合計 22,774,770 20,981,968 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高    

完成工事高 15,760,553 12,029,917 

兼業事業売上高 1,454,732 1,816,297 

売上高合計 17,215,285 13,846,214 

売上原価    

完成工事原価 14,010,017 10,282,435 

兼業事業売上原価 1,259,772 1,582,658 

売上原価合計 15,269,789 11,865,094 

売上総利益    

完成工事総利益 1,750,536 1,747,481 

兼業事業総利益 194,959 233,638 

売上総利益合計 1,945,495 1,981,120 

販売費及び一般管理費 1,274,544 1,360,234 

営業利益 670,950 620,885 

営業外収益    

受取利息 30,786 32,976 

為替差益 4,597 1,232 

持分法による投資利益 － 3,758 

雑収入 9,396 12,036 

営業外収益合計 44,780 50,004 

営業外費用    

支払利息 36 38 

持分法による投資損失 7,711 － 

賃貸収入原価 1,156 897 

雑支出 432 757 

営業外費用合計 9,336 1,694 

経常利益 706,394 669,195 

特別利益    

固定資産売却益 27 － 

会員権売却益 4,387 － 

特別利益合計 4,415 － 

特別損失    

固定資産除却損 1 0 

会員権評価損 3,500 － 

特別損失合計 3,501 0 

税金等調整前四半期純利益 707,308 669,195 

法人税等 221,818 197,618 

四半期純利益 485,489 471,576 

親会社株主に帰属する四半期純利益 485,489 471,576 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 485,489 471,576 

その他の包括利益    

繰延ヘッジ損益 37,393 △10,341 

為替換算調整勘定 7,308 △66,772 

退職給付に係る調整額 6,421 16,590 

持分法適用会社に対する持分相当額 899 △2,019 

その他の包括利益合計 52,023 △62,542 

四半期包括利益 537,513 409,033 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 537,513 409,033 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 707,308 669,195 

減価償却費 69,936 68,584 

固定資産売却損益（△は益） △27 － 

固定資産除却損 1 0 

会員権売却損益（△は益） △4,387 － 

会員権評価損 3,500 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,827 △2,265 

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,734 7,300 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 22,900 △16,000 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △13,500 △76,300 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △1,914 16,191 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,854 6,901 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,517 △15,647 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △42,000 △38,000 

受取利息及び受取配当金 △30,786 △32,976 

支払利息 36 38 

為替差損益（△は益） △758 △5,919 

持分法による投資損益（△は益） 7,711 △3,758 

売上債権の増減額（△は増加） △144,925 2,903,643 

未成工事支出金の増減額（△は増加） 406,767 △928,676 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） △190,807 △118,213 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,849,905 △429,448 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 3,965,803 △1,155,474 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 245,438 179,213 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △31,667 4,856 

その他の固定資産の増減額（△は増加） 2,909 2,203 

小計 3,098,167 1,035,448 

利息及び配当金の受取額 20,837 24,164 

利息の支払額 △36 △38 

法人税等の支払額 △695,667 △539,136 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,423,300 520,437 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △55,653 △62,071 

有形固定資産の売却による収入 27 － 

無形固定資産の取得による支出 △5,557 △6,250 

定期預金の預入による支出 △147 △45,448 

定期預金の払戻による収入 － 49,158 

会員権の取得による支出 △9,089 － 

会員権の売却による収入 9,244 － 

投資その他の資産の増減額（△は増加） 1,291 △648 

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,884 △65,261 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △688,899 △841,208 

財務活動によるキャッシュ・フロー △688,899 △841,208 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,833 △12,478 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,679,350 △398,511 

現金及び現金同等物の期首残高 5,320,205 5,855,988 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,999,555 5,457,477 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

 

(追加情報)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」 (企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  エンジニアリング事業 パイプ・素材事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 14,572,609 2,642,676 17,215,285 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
29,071 9,360 38,431 

計 14,601,681 2,652,036 17,253,717 

セグメント利益 1,014,804 23,672 1,038,477 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

      （単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,038,477  

全社費用（注） △332,082  

四半期連結損益計算書の経常利益 706,394  

（注）全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  エンジニアリング事業 パイプ・素材事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 11,341,423 2,504,791 13,846,214 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 20,496 20,496 

計 11,341,423 2,525,288 13,866,711 

セグメント利益又は損失

（△） 
1,159,588 △112,151 1,047,437 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

      （単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,047,437  

全社費用（注） △378,241  

四半期連結損益計算書の経常利益 669,195  

（注）全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

①生産実績

 当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。

 

②受注実績

 当第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日）

セグメントの名称
受注高

（千円）

前年同四半期比

（％）

受注残高

（千円）

前年同四半期比

（％）

エンジニアリング事業 9,341,085 92.5 11,398,688 58.3

パイプ・素材事業 3,482,789 100.9 2,541,586 123.6

セグメント間取引消去 △22,048 － △2,563 －

合  計 12,801,826 94.7 13,937,710 64.5

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

③売上実績

 当第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日）

セグメントの名称
売上高

（千円）

前年同四半期比

（％）

エンジニアリング事業 11,341,423 77.7

パイプ・素材事業 2,525,288 95.2

セグメント間取引消去 △20,496 －

合  計 13,846,214 80.4

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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